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ソ
ソ
博
士
の
発
表
は
、
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
的
規
模

の
挑
戦
で
あ
り
ま
す
。
地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
し
て
、
温

暖
化
、
酸
性
雨
、
森
林
破
壊
等
は
、
人
類
の
生
活
、
産
業
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
ょ
り
て
、
発
生
す
る
問
題
で
あ
り

ま
す
。

人
間
が
生
活
す
る
た
め
に
は
必
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
等
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確

保
の
制
約
条
件
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な

動
向
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
今
後
不
可
能
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
球
規
模
の
環
境
問
題
や
資

源
の
有
効
利
用
を
考
慮
し
た
持
続
す
る
世
界
を
、
今
後
は
目

標
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
実
の
世
界
は
、
い
た
る
所
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
消
費
が

な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
消
費
生
活

を
改
革
・し
て
、
持
続
す
る
世
界
を
モ
デ
ル
規
範
と
し
て
現
実

の
世
界
を
い
か
に
適
応
し
て
行
く
か
、
モ
デ
ル
規
範
適
応
政

策
が
重
要
な
問
題
と
な

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
適
応
政
策
と
し

て
は
、
各
種
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
で
あ
り
ま
す
。
私
達
が
生
活

す
る
時
に
、
な
ん
で
も
す
ぐ
に
電
気
、
ガ
ス
や
石
油
を
利
用

す
る
の
で
は
な
く
、
各
種
の
廃
棄
物
や
再
生
利
用
可
能
な
も

の
は
保
存
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
近
く
の
移
動
に
は
、
す
ぐ
に
自
動
車
を
利
用
す
る
の
で

は
な
く
、
徒
歩
で
行
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
通
勤
、

通
学
に
お
い
て
も
自
家
用
車
を
利
用
す
る
の
で
な
く
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。
最
近
、

石
油
価
格
の
安
値
安
定
に
よ
っ
て
、
排
気
量
の
大
き
い
車
が

流
行
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
点
か
ら

み
て
気
が
か
り
な
点
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
わ
が
国
の
電
化

製
品
は
大
幅
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
最
近
、
生
活
水
準
の
向
上
に
よ

っ
て
大
型
電
化
製
品
が

普
及
し
だ
し
て
き
て
い
る
の
も
気
が
か
り
で
あ
り
ま
す
。

生
産
活
動
に
お
け
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
つ
い
て
も
、
従

来
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
推
進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

次
に
は
、
石
油
、
石
炭
等
の
化
石
燃
料
に
か
わ
っ
て
、
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
力

工
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ネ
ル
ギ
ー
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
波
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
バ
イ

オ
マ
ス
及
び
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
コ
レ
ク
タ
ー
で
、
電
気
や
熱
と
し

て
、
水
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
水
力
発
電
と
し
て
、
風
力
と
波
力
も
発
電
と
し
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
は
熱
と
し
て
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
発
電
へ
熱

と
し
て
利
用
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、
地
熱
や
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
若
干
利
用

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
他
は
、
化
石
燃
料
と
比
較
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
高
く
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
ソ
フ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
位
置

付
け
て
発
展
さ
せ
る
政
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
の
人
口
の
七
〇
%
か
ら
八
○
%
が
都
市
に
生

活
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
都
市
は
多
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
構

造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
都
市
で
は
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、

夜
に
は
ネ
オ
ソ
が
輝
き
、
家
庭
で
は
電
化
製
品
に
か
こ
ま
れ
、

郊
外
に
住
宅
が
ス
プ

ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
多

エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
構
造
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多

エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
都
市
を
改
革
す
る
に
は
、

コ
ソ
パ
ク
ト
都
市
を
立
地
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
万
人
規
模
の
コ
ソ
パ

ク
ト
都
市
は
、
半
径
が
二
、
六
四
〇

m
、
高
さ
が

一
四
四
m

の
大
変
コ
ソ
パ
ク
ト
な
都
市
で
十
分
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ

ン
パ
ク
ト
都
市
の
交
通
は
、
ほ
と
ん
ど
が
徒
歩
と

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
十
分
で
あ
り
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
都
市
と
な
り
ま

す
。今

後
は
、
砂
漠
の
よ
う
な
乾
燥
地
帯
に
も
都
市
生
活
す
る

こ
と
が
、
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
に
は
、
パ
ウ
ロ
・
ソ
レ
リ
が
ア
リ
ゾ
ナ
の
砂
漠
で
建
設

し
て
い
る
ア
ー
コ
サ
ソ
テ
イ
の
よ
う
な
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
豊
富
に
利
用
し
た
都
市
を
立
地
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
で
あ
り
ま
す
が
、
既

存
の
都
市
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
市

の
よ
う
に
、
都

心
の
ビ
ル
を
ス
カ
イ
ウ
ェ
ー
で
結
び
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
都
市

へ

改
革
も
可
能
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
温
暖
化
の
原
因
と
し
て
C
O、
の
大
量
発
生
が
あ

り
ま
す
が
、
発
展
途
上
国
は
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
豊
富
な
所

が
多
く
、
こ
れ
ら
の
国
で
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
り
水

素
を
発
生
し
、
先
進
国
で
発
生
す
る
C
O
,
を
液
化
し
て
液

化
タ
ソ
カ
ー
で
発
展
途
上
国
に
運
び
、
水
素
と
化
合
し
て
エ

タ
ノ
ー
ル
を
生
産
し
、
こ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
タ
ソ
カ
ー
で
先

進
国

へ
運
び
、
C
O、
の
削
減
と
C
O
、
の
資
源
化
が
可
能
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
持
続
す
る
世
界
を
モ
デ
ル
規
範

と
し
て
、
現
在
の
多
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
を
、
こ
れ
ら
の

適
応
政
策
に
よ

っ
て

一
歩

一
歩
近
づ
け
る
よ
う
に
私
達
が
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
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